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＜病棟連絡事項＞
・特記事項なし。

＜患者様連絡事項＞
・古川　貞二様～点滴同内容にて1日分処方となる。

・神　ツエ様～点滴同内容にて1日分処方となる。

・宮古　克弘様～点滴一部内容変更にて1日分処方となる。また、ツロブテロールテープ同内容にて処方となる。

・古田　真様～便秘時センノシド5回分、排便-7日目の為ケンエーG浣腸1本処方とな
る。

＜東病棟入院・入室状況＞
【転出】
・中村　トメ様～10:30 東Cユニット→南Cユニット
・吉田　光良様～14:30東Bユニット→西Bユニット

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。開放中他室侵入や迷惑行為頻回にあり早めに開放観察終了している。入室中は脱衣行為・不潔行為あり介入要している。引き続き、精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・澤口　利香様～身体拘束中。各食不食しているが、嗜好品の摂取は出来ている。服薬の拒否も無い。不機嫌さや自傷行為無く、スタッフ対面時も口調穏やか。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・古田　真様～身体拘束中。8:00～16:00開放観察実施。9:10ジアゼパム(5)1T服用。午前は自室にて臥床して過ごしている。午後よりホールにて過ごすが、不穏さや自傷行為なく経過。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・和田　昌様～終日隔離中。断続的にドア蹴りや叫び声を上げており、13:00リスペリドン内用液(1)1P服用。スタッフ対面時、まとまり無い発言や感情失禁あるが、不穏さや粗暴行為はない。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

[bookmark: _Hlk62478463]＜要注目患者様情報＞
・宮古　克弘様～	食事は介助するも口腔内への溜め込みあり、嚥下困難。朝・昼食共に不食している。バイタルサイン異常なし。声掛けにも活気のなさみられている。点滴はトラブルなく施行している。

・松浦　克俊様～朝食後より、ベッドからの立ち歩き著明にあり。スタッフ介入するも拒否強く、スタッフを噛もうとすることや蹴る等の粗暴行為みられている。頓服服用試みるも抵抗強く、易怒的となっている。スタッフ数名にて介入し、ベッドへ臥床。昼食時は眠っており、声掛けに返答はするが覚醒できず。13：30覚醒し、昼食希望聞かれ、MCTゼリー1ヶ、ゼリー1ヶ、エンシュアリキッド1缶、ヨーグルト1ヶ摂取している。

＜安ヶ平Dr.診察情報＞
・藤井　崇史様～著変なし、薬剤変更なし。

[bookmark: _GoBack]・河原木　泰志様～著変なし、薬剤変更なし。

・和田　昌様～易怒性、興奮状態持続している為終日隔離継続。次回定期薬より就寝前薬ハロペリドール増量となる。

・長峯　ユリ様～新郷診療所からの持参薬ヘルベッサーRカプセル100ｍｇ無くなったらアムロジピンに変更。

＜新入院患者様情報＞
日　　時：R3.5.14　12:31
氏　　名：佐藤　イミ様(さとう　いみ)様
生年月日：昭和21年9月14日(74歳)
病　　名：統合失調症
性　　別：女性
主 治 医：馬渡Dr
入院形態：医療保護入院
病　　棟：東病棟Cユニット6号室

＜経過＞
　S56年頃、統合失調症発症。日赤・湊病院にも入院歴ある。 S59.12月頃から市民病院通院していた。幻覚妄想状態により、H29年11月より医療保護入院となっている。現在、意思疎通は難しいが不穏さはなし。認知機能の低下は目立っていない。入院当初よりADLの低下があり、現在車椅子利用中。排泄は、誘導するが間に合わない事も多くリハパン着用。睡眠問題なし。食事は、食べこぼしが多く途中で飽きてしまう為介助が必要。今回、環境調整目的で転入院の依頼あり 12：31東病棟Cユニット6号室へ医療保護入院となる。
・CSセット：Cプラン、オムツ②
・売店不可。差し入れのみ。

